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拶

米
子
市
危
険
物
保
安
協
会

会
長
宇
　
野
　
松
　
人

早
春
の
候
､
会
員
の
皆
様
に
は
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
｡

会
員
の
皆
様
を
は
じ
め
､
消
防
機
関
や
各
団
体

の
方
々
の
当
協
会
の
事
業
運
営
に
対
す
る
格
別

の
ご
指
導
､
ご
理
解
､
｢
｣
支
援
に
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
｡

さ
て
､
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
広
島
県
､
岐
阜

県
な
ど
で
集
中
豪
雨
に
よ
る
土
石
流
が
発
生
'

全
国
的
に
は
酷
暑
に
よ
る
各
地
で
の
最
高
気
温

の
記
録
を
更
新
し
､
熱
中
症
に
よ
る
死
傷
者
が

多
数
発
生
し
ま
し
た
｡

ま
た
､
昨
年
の
暮
れ
か
ら
寒
気
が
日
本
付
近

に
南
下
し
た
た
め
に
､
日
本
海
側
が
記
録
的
な

豪
雪
に
な
り
､
特
に
山
陰
地
方
は
集
落
の
孤
立

や
国
道
の
渋
滞
等
に
自
衛
隊
を
派
遣
要
請
す
る

な
ど
地
球
環
境
の
変
化
に
よ
る
自
然
災
害
の
脅

威
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
Q

さ
て
､
危
険
物
に
係
る
事
故
に
つ
い
て
は
､

全
国
の
危
険
物
施
設
に
お
け
る
火
災
･
漏
え
い

事
故
は
､
依
然
と
し
て
高
い
水
準
で
発
生
し
て

い
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
､
鳥
取
県
西

部
に
お
き
ま
し
て
は
会
員
皆
様
の
ご
尽
力
に
よ

り
､
昨
年
は
大
き
な
危
険
物
災
害
は
発
生
し
て

お
り
ま
せ
ん
｡
こ
れ
も
事
故
防
止
に
対
す
る
会

員
皆
様
方
の
ご
尽
力
の
賜
物
と
感
謝
い
た
し
て

お
り
ま
す
｡

西
部
消
防
局
管
内
の
平
成
2
2
年
中
の
建
物
火

災
の
件
数
は
4
9
件
で
､
若
干
減
少
は
し
ま
し
た

が
､
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
は
3
人
と
一
昨
年

に
比
べ
2
人
増
加
し
ま
し
た
｡
ま
た
､
今
年
に

入
っ
て
か
ら
も
建
物
火
災
で
す
で
に
4
人
の
尊

い
命
が
失
わ
れ
'
い
ず
れ
も
就
寝
時
間
帯
に
亡

く
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
｡

万
が
一
火
災
が
発
生
し
た
と
き
は
､
｢
早
期

発
見
｣
､
｢
早
期
避
難
｣
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま

す
｡
そ
の
た
め
に
も
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
促
進
が
急
務
で
あ
り
､
5
月
3
 
1
日
の
設
置
期

限
ま
で
の
3
ケ
月
の
間
､
今
ま
で
以
上
に
消
防

機
関
と
協
力
し
な
が
ら
設
置
率
1
0
0
%
の
実

現
と
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
ゼ
ロ
を
目
指
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
､
住
民
の
求
め

て
い
る
｢
安
心
･
安
全
｣
の
地
域
を
構
築
す
る

た
め
､
当
協
会
も
関
係
機
関
と
協
力
し
､
会
員

の
皆
様
と
緊
密
な
連
携
を
保
ち
な
が
ら
､
近
年

急
速
に
進
ん
で
い
る
社
会
環
境
､
生
活
環
境
等

の
変
化
に
対
応
し
た
協
会
運
営
を
心
が
け
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
､
今
後
と
も
皆
様

方
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
l
n
お
願
い
申
し
上
げ
､
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
｡
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◎今年度の事業計画に
挙げておりました危
険物関係者研修会は､
諸事情により中止さ
せていただきましたo

臓彊轟
平成22年6月24日､西部消防局に於いて協会事業所の新入社員を対

象とした防災研修会が開催され､各事業所の新入社員1 01人が参加し
ました｡

講和やビデオにより防災教育の必要性を学んだ後､外に出て消火器及

び消火栓を使った消火訓練並びに煙の迷路や救助袋による避難訓練を体

験しました,

事
業
所
に
お
け
る
自
主
保
安
体
制
の
確
立
を
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
､
危
険
物
に
関
す
る
安
全

意
識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
た
め
､
危
険
物
安
全
週
間
中
の
6
月
7
日
､
東
京
の
ス
ク
ウ
ー
ル
麹

町
に
於
い
て
｢
平
成
2
2
年
度
全
国
危
険
物
安
全
大
会
｣
が
開
催
さ
れ
､
そ
の
席
上
で
消
防
庁
長
官

並
び
に
全
危
協
理
事
長
の
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
鳥
取
県
内
で
も
同
じ
く
週
間
中
の
6
月
9
日
､
米
子
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
於

い
て
｢
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
表
彰
式
｣
が
開
催
さ
れ
､
県
知
事
並
び
に
県
危
達
会
長
よ

り
表
彰
状
及
び
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
｡

そ
れ
ぞ
れ
の
表
彰
式
で
､
次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
｡

(
以
下
､
敬
称
は
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡
)

第
5
4
回
定
期
総
会
､
役
員
会

危
険
物
取
扱
者
試
験
講
習
会
(
乙
4
･
丙
)

新
入
社
員
防
災
研
修
会
(
1
0
1
名
参
加
)

全
国
危
険
物
安
全
大
会
及
び
表
彰
式

鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
理
事
会
及
び
表
彰
式

K
H
K
保
安
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

先
進
地
視
察
研
修
(
1
 
8
名
参
加
)

危
険
物
取
扱
者
試
験
講
習
会
(
乙
4
)

危
険
物
取
扱
者
試
験
講
習
会
(
乙
4
)

新
年
役
員
会

そ
の
他
火
災
予
防
関
係
例
規
集
､
標
識
　
掲
示
板
等
の
斡
旋

火
災
調
査
図
書
を
署
所
に
寄
贈

◎
清
幣
庁
量
冒
轟
馨

★
優
良
危
険
物
関
係
事
業
所

山
陰
酸
素
工
業
株
式
会
社

(
代
表
取
締
役
社
長

取
締
役
統
括
保
安
本
部
長
　
　
深
谷

◎

曇

★
危
険
物
優
良
取
扱
者

佐
藤
　
京
二
(
㈱
松
本
油
店
)

◎

　

　

　

　

　

　

曇

★
危
険
物
保
安
功
労
者

宇
野
　
松
人
(
米
子
瓦
斯
㈱
)

細
田
　
正
人
(
日
ノ
丸
自
動
車
㈲
米
子
支
店
)

三
島
　
幹
愛
(
二
岳
産
業
㈲
)

写
真
右
か
ら

桑
名
西
部
消
防
局
長
'

杉
本
県
防
災
局
副
局
長
､
佐
藤
氏

三
島
氏
､
細
E
E
氏
､
宇
野
会
長

富
谷
県
危
達
会
長
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平成22年 兌ﾙ�ﾃ#�D��

76 �����

建物火災 �49 鉄B�

林野火災 �2�4 

車両火92 澱�8 

1 ��ｲ�

17 �3B�

損害額(千円) �187.017 ���������

死者(人) �4 �"�

負傷者(人) �15 ��R�

･､ヲ19◎DrJjSIC6診l芦

冠雪◎習慣-I---

●寝たばこは､絶対やめる｡

●スト-ブは､燃えやすいものから

離れた位置で使用する｡

●ガスこんろなどのそばを離れると
きは､必ず火を消す0

4つの対第- -

●逃げ遅れを防ぐために､住宅用火

災報知器を設置する.

●寝具､衣類及びカーテンからの火
災を防ぐために､防炎品を使用する｡

●火災を小さいうちに消すために､

住宅用消火器等を設置する｡

●お年寄りや身体の不自由な人を守

るために､憐近所の協力体制をつ

くる｡

宛
逸
地
視
察
研
修

平
成
2
2
年
9
月
3
日
(
金
7
9
月
4
日
(
土
)
の
2
日
間
､
米
子
市
危
険

物
保
安
協
会
･
米
子
自
衛
防
火
協
会
共
催
の
先
進
地
視
察
研
修
が
両
協
会

員
1
 
8
名
の
参
加
で
､
株
式
会
社
モ
リ
タ
三
田
工
場
､
大
阪
ガ
ス
ガ
ス
科

学
館
を
視
察
し
ま
し
た
｡

株
式
会
社
モ
リ
タ
≡
E
E
工
場
は
､
最
新
鋭
の
設
備
を
誇
る
ア
ジ
ア
最
大

級
の
消
防
車
生
産
工
場
で
､
日
本
で
活
躍
す
る
消
防
車
の
半
数
以
上
を
生

産
し
て
い
ま
す
｡
高
所
で
の
救
助
活
動
を
可
能
に
す
る
梯
子
車
や
高
機
能

消
防
車
な
ど
年
間
7
0
0
台
以
上
が
生
産
さ
れ
､
見
学
当
日
は
中
国
､
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
輸
出
さ
れ
る
梯
子
車
の
生
産
工
程
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
o

ま
た
､
大
阪
ガ
ス
ガ
ス
科
学
館
は
'
1
9
8
2
年
に
開
館
し
た
日
本

初
の
総
合
ガ
ス
科
学
館
で
､
施
設
内
に
は
見
て
聞
い
て
触
れ
る
コ
ー
ナ
ー

l
が
た
く
さ
ん
あ
り
､
環

境
に
や
さ
し
い
天
然
ガ

ス
と
そ
の
利
用
技
術
及

び
都
市
ガ
ス
に
関
す
る
　
卜

平
成
2
2
年
中
の
火
災
件
数
は
7
6
件
で
前
年
に
比

べ
大
幅
に
減
少
し
て
お
り
､
こ
れ
は
西
部
広
域
消
防

発
足
以
来
最
も
少
な
い
火
災
件
数
で
す
｡

出
火
原
因
の
第
1
位
は
｢
こ
ん
ろ
｣
で
､
6
年
間
出

火
原
因
の
第
1
位
だ
っ
た
｢
放
火
(
放
火
の
疑
い
含

む
)
｣
は
第
2
位
で
し
た
｡

火
災
に
よ
る
死
者
4
人
の
う
ち
3
人
は
建
物
火

災
に
よ
る
も
の
で
､
い
ず
れ
も
就
寝
時
間
帯
に
発
生

し
た
火
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
｡

こ
の
こ
と
か
ら
も
､
住
民
に
対
す
る
出
火
防
止
の

た
め
の
啓
発
と
と
も
に
､
万
一
火
災
が
発
生
し
た
時

に
早
期
発
見
と
早
期
避
難
が
で
き
る
よ
う
､
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
｡

知
識
習
得
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
､
隣
接

す
る
泉
北
製
造
所
内
を
都
市
ガ
ス
原
料
の

L
N
G
の
タ
ン
カ
ー
か
ら
L
N
G
貯
蔵
タ
ン
ク

の
受
入
れ
及
び
都
市
ガ
ス
の
製
造
工
程
を
バ
ス

車
両
内
よ
り
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
｡

二
日
目
は
'
奈
良
県
で
行
わ
れ
て
い
る
平
城

遷
都
1
3
0
0
年
崇
の
平
城
宮
跡
に
復
元
さ
れ

た
大
極
殿
･
朱
雀
門
や
興
福
寺
国
宝
館
等
を
観

光
し
､
何
事
も
無
く
全
員
無
事
に
､
ほ
ぼ
定
刻

ど
お
り
に
消
防
局
に
到
着
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
｡
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地下貯蔵タンクの流出防止対策
-危険物の規制に関する規則等の一部を改正する省令-

■施行期日　平成23年2月1日　■猶予期間　平成25年1月31日

近年の危険物施設数は右肩下がりに減少傾向であるにも関わらず､事故件数は､平成6年を最少に
平成7年以降増力ロを続け､近年､若干減少しているものの依然として高い水準にありますo

この度の改正は流出事故減少を目指した改正ですo

危険物の事故概要･-･-･---･‥‥‥‥‥.‥.‥‥.‥‥.

平成20年中の流出事故は384件発生し､その中でも

腐食等劣化によるものが1 56件と最も高く､総数の約

40%を占めております｡さらに､腐食等劣化を原因と

して発生した流出事故のうち､ 49%が地下に埋設され

た地下貯蔵タンク等で発生しております｡地下における

流出であるために発見が遅れる可能性は高く､地上での

流出量の約3 6倍､さらに平成10年と平成20年とを比

較した場合､地下での流出事故件数は約1 8倍､流出量

は約2 2倍と増加しており､今後も増加する可能性があ

るとともに､流出した危険物の拡散による火災危険及び

環境汚染が懸念されております｡

法令の主な改正内容‥‥…………‥………….
この度の改正は､地盤面下に直接埋設された鋼製一重殻地下貯蔵タンクのうち､ ｢腐食のおそれが特に高い

タンク｣と｢腐食のおそれが高いタンク｣のタンク内面の腐食を防止するコーティング等の流出防止対策を講

ずることとするものですo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(次頁のフロー図　参照)

※ ｢腐食のおそれ｣の評価は､設置年数､塗覆装の種類､設計板厚の要件により決められています｡詳細については､別表の腐食のおそれ

が高い等のタンクリストを参考にしてください｡

腐食のおそれが高い等のタンクリスト

腐食のおそれが特に高いタンク 

設置年数 �6瓜)�X,ﾈ顥}��設計板厚 

設置年数が50年以上のもの �4�5�7H4�8ｸ6r�全ての設計板厚 
モルタル 唐��ﾖﾙj)i��

エポキシ樹脂等 澱��ﾖﾙj)i��

強化プラスチック 釘ﾃVﾙj)i��

設置年数が40年以上50年末満のもの �4�5�7H4�8ｸ6r�4.5mm未満 

腐食のおそれが高いタンク 

設置年数 �6瓜)�X,ﾈ顥}��設計板厚 

設置年数が50年以上のもの �8(8ｸ5�8ｲ�8.0mm以上 エポキシ樹脂等 澱��ﾖﾘ決�2�

強化プラスチック 釘綏ﾖﾘ決�3�"��ﾖﾙj)i��

設置年数が40年以上50年未満のもの �4�5�7H4�8ｸ6r�4.5mm以上 
モルタル 澱��ﾖﾙj)i��

エポキシ樹脂等 釘綏ﾖﾙj)i��

強化プラスチック 釘綏ﾖﾙj)i��

設置年数が30年以上40年末満のもの �4�5�7H4�8ｸ6r�6.0mm未満 
モルタル 釘綏ﾖﾙj)i��

設置年数が20年以上30年未満のもの �4�5�7H4�8ｸ6r�4.5mm未満 
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腐食のおそれが特に高い地下貯蔵タンク等が講ずべき措置に関するフロー図

l地盤面下に直接埋設された鋼製一重殻地下貯蔵タンクl 
l 

l地下タンクの仕様等(埋設年数､塗覆装の種類､板厚)による腐食のおそれを評画 
l JA土 

…l腐食のおそれが特に乱､もの日腐食のおそれが乱､ものl 剩h+ｸ.ｨ決､�,ﾈ.�,ﾆﾂ�

JJ 剴��

(1)内面コーティング※1(1)内面コーティング 剿侏ｸﾝﾘ,ﾈｮ顏�,ｨ.���i�H鬨岔�ﾉYIZｨ,ﾉ�ｹ'X,ﾒ��h+X*ﾘｶ�k�,8*�,h,�.��.�,ﾂ�

(2)電気防食※2 ��(2)電気防食 

(1)､(2)のいずれかの措置を実施 �(3)危険物の微少な漏れを 

検知するための設備※3 

(1)､(2)､(3)の 

いずれかの措置を実施 

※1内面コーティング

地下貯蔵タンクの内面の腐食を防止するため､タンクの内面全体にガラス繊維強化プラスチックライニング
2 0mm以上の厚さに被覆するもので､地下貯蔵タンクが埋設されたままの状況で施工できるものである｡

※2　電気防食

地下貯蔵タンクの周囲に電極を埋める等をすることにより､地下に埋設されたタンクへ外部から直流電流を

流し､腐食の進行を防止するものである｡
※ 3　危険物の微少な漏れを検知するための設備

直径0 3mm以下の開口部からの危険物の漏れを常時検知することができる設備のことであり､具体的には､

埋設された地下貯蔵タンクに貯蔵されている危険物の液面を常に計測して､危険物の液面の変化を検知し､

警報を発するシステム(高精度液面計)などである｡

●注意すべき事項について
腐食のおそれの高い地下貯蔵タンクとして､危険物の漏れを早期に検知する設備(高精度液面計)を設置した場合であっても､その後.腐食のおそれの特
に高い地下貯蔵タンクに該当した時点で､危険物の漏れを防止する措置であるF R P内面ライニング又は電気防食が必要となります0
-設置年数､予定使用年数を踏まえた対応を検討していただく必要があります｡
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住宅用火災警報器の設置期限まで残り3ケ月を切りまLT=が､昨年1 2月に総務省が発表した住宅用火災警報器の設置状況

によると､鳥取県は全国最下位という結果になりました｡

住宅火災で亡くなった人のうち､ 6-7割は｢逃げ遅れ｣によるものです｡早く火災に気づいていれば助かった方も多いと

考えられます｡ ｢早期発見｣ ･ ｢早期避難｣のため､ 1日も早く設置していただきますようお願い申し上げます｡

《住宅用火災警報器の奏功事例》
居住者が台所のガスこんろで魚を焼いている最中に､その場
しまい発煙した｡魚焼きグリルから出た大量の煙に連動型住

警報器が作動して､別の部屋にいた居住者が早期に気付くこ

火災には至らなかった｡

上記の事例は､実際に米子市で　<ー　七,;i/,1

あったものですo　これ以外にも､

就寝中に警報音で目覚めた事例

や隣人が気付いて通報した事例

など､全国から数多く報告され

ています｡

蔓暴嵐塾

◎講習受講者
乙4　64A%　丙　335%

◎鳥取県平均
乙4　33.5%　丙　56.5%

◎全国平均( 6月実施の都道府県平均)

乙4　414%　丙　523%

◎講習受講者
乙4　383%　丙　受講なし

◎鳥取県平均
乙4　276%　丙　556%

◎全国平均( 1 0月実施の都道府県平均)

乙4　33.4%　丙　50.6%

◎講習受講者
乙4　471%

◎鳥取県平均
乙4　313%

◎全国平均　未集計(3月中旬予定)

会費納入のお願い
本年度も残りわずかになりましたoまだ

会費を納められていない事業所の方は､

早急に納入していただきますようご協力
お願いします｡

なお､ご不明な点がありましたら事務

局までお問い合わせくださいD

電話(0859) 35-1970

●表紙の写真●

米子水鳥公園のコハクチョウ
撮影　渡辺こずえ

住善器設置率の推移
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トト全国平均 鼎R纈R�52.0% 鉄ゅBR�63.6% 

lー鳥取県内 ��R��R�27.7% �3偵BR�40.6% 

l一一｢一一西部消防局管内 ����"R�28.0% 鼎�繧R�38.2% 

危険物取扱者試験

■第1回　甲種･乙種･丙種
試験日平成23年　6月12日(日)受付期間　4月11日～　4月25日

■第2回　甲種･乙種･丙種
試験日平成23年11月　6日(日)受付期間　9月12日～　9月26日

■第3回　乙種

試験日平成24年　2月　5日(日)受付期間1 1月28日～12月12日
※上記の受付は書面申請の期間です｡電子中吉言については､受付締切り共に3日前となりますo

相l脚Ri3;聞

丁第l国　甲種(特類､ l～5類) ･乙種(l～7頬)

試験日平成23年　7月31日(日)受付期間　6月　6日～　6月20日

)第2回　甲種(l 14頬)･乙種(l ･4･6･7頬)

試験日平成23年12月　4日(日)受付期間10月　6日～10月20日
※上記の受付は書面申請の期間です｡電子申請については､受付締切り共に3日前となりますo

十第1回　講習日平成23年5月11日(水)～12日(木)受付期間　4月14日～ 4月28日

●第2回　講習日平成23年9月15日(木)～16日(金)受付期間　8月22日～ 9月2日

■第3回　講習日平成23年12月1日(木)～ 2日(金)受付期間11月7日～11月21日

■第4回　講習日平成24年3月13日(火)～14日(水)受付期間　2月20日～ 3月5日

甲種防火管理再講習

■第1回　講習日平成23年6月　8日(水)受付期間　5月17日～5月31日

●第2回　講習日平成23年10月13日(木)受付期間　9月16日～9月30日

●危険物試顔準備講習会については､試験日の3-4週間前を予定しておりますo
詳細が決まりましたら､協会のホームページに掲載いたします.

協会URL http://www.yonago-kikenbutsu.jpn,org/kh/
※講習会以外の情報も掲載しておりますのでご覧ください｡


